
 

 

 

好奇心に、マスクはできないか



1 
 

  

 

 

 

新しい発⾒ 
船とジュゴンと沿岸域マネジメント ⽥中 広太郎 (笹川平和財団) 2 

⾳響記録からみるスナメリの名古屋港への来遊状況 吉⽥ 弥⽣ （東海⼤学） 4 

アオウミガメ幼体は砂中で騒⾳にどう反応する ⻄澤 秀明 (京都⼤学) 6 

堰が、オオサンショウウオの交雑を⾷い⽌める︖ 原 廣史朗 (安佐動物公園) 7 

⼩さな異体類にタグを付ける⽅法 久⽶ 学 (⽯巻専修⼤学) 9 

住処に帰ったチョウチョウウオ ⾼⽊ 淳⼀ (京都⼤学) 9 

⼤きなニホンウナギは住処に帰る 三⽥村 啓理 (京都⼤学) 10 
 

野外調査報告 
福島県松川浦のホシガレイ調査 ⾓野 和史 (京都⼤学) 11 

最果ての地で出会った稚ガメたち 兵頭 笙太 (京都⼤学) 12 
 

図書紹介 
milsil︓特集「⽇本近海のクジラ」 ⽊村 ⾥⼦ (京都⼤学) 13 
 

バイオロギングカレンダー2025 
フォトコンテスト結果発表 岩⽥ ⾼志 (神⼾⼤学) 14 
 

シンポジウム案内 
第 19 回バイオロギング研究会シンポジウム 岩⽥ ⾼志 (神⼾⼤学) 16

 
⽇本バイオロギング研究会会報 No. 215 

発⾏⽇ 2024 年 7 ⽉ 31 ⽇ 発⾏所 ⽇本バイオロギング研究会（会⻑ 佐藤克⽂） 

発⾏⼈ 三⽥村啓理 京都⼤学フィールド科学教育研究センター 

〒606-8502 京都市左京区北⽩川追分町 

TEL & FAX: 075-753-6227 E-mail: BioLoggingScience@gmail.com 

会費納⼊先︓みずほ銀⾏ 出町⽀店 普通⼝座 2464557 ⽇本バイオロギング研究会 

表紙写真撮影:荒井 修亮   撮影場所: 福島県 松川浦 

⽇本バイオロギング研究会会報 ⽬次 



- 2 - 

新しい発見 

船とジュゴンと沿岸域マネジメント 
田中 広太郎（笹川平和財団 海洋政策研究所） 

 絶滅危惧種であるジュゴンの鳴き声、ならびに生息
地を走る船の航走音をのべ 10 地点で記録することで、
タイ・タリボン島周辺の沿岸域においてジュゴンと船
が「いつ・どこを使うのか」を調べました（図 1）。統
計モデルを用いて環境要因との関わりも調べたのです
が、共通した明確な利用パターンが見られたわけでは
なく、観察地点ごとに「いつ使われるか」はバラバラで
した（図 2）。もしかしたら、個体あるいは集団ごとに
行動のパターンは異なっているのかもしれません。海
洋空間計画（Marine Spatial Planning）という言葉で
表されるように空間的な側面＝海の上に線を引く と
いうイメージで語られることの多い海域マネジメント
ですが、地点によって利用の時間パターンが異なると
いう本研究の結果を踏まえると、時間的な側面につい
ても同様に考慮すべきではないか、という提案を投げ
かけています。 

 
図 1 録音機設置作業の様子。 

 
以下、全て余談です。 

 Ocean and Coastal Management という雑誌に投
稿したこともあり、上に述べたように本研究の結果を
踏まえた保全や海域マネジメントへの提言をディスカ
ッションに書いていたのですが、書きながら自分の中
でずっとモヤモヤしていたことがありました。「適切な
沿岸域マネジメントのためには細かい空間スケールで
の海洋空間計画を検討すべき」「空間的な側面だけでな
く時間的な側面も調べ、検討に含めるべき」「科学的調
査は各生息地ごとに綿密に行うべき」「目視だけでなく
音響や複数の調査手法を組み合わせるべき」… これら
の提案自体は、本研究の結果を踏まえても間違ってい
るとは思いません。しかし、現地の沿岸域を利用する住
民の方々、あるいは管理する行政の方々にとって、この

ように研究者が論文のディスカッションに書いた「べ
き」論は常に歓迎されるものなのでしょうか。特に人間
活動が活発な沿岸域において、事細かに定められた海
域利用の制度は、利用者・管理者双方にとって少なくな
い負担になるはずです。複数の手法を用いて調査を行
うための予算は、誰がどう負担するのでしょうか。コミ
ュニティの外からやってくる研究者が、どれだけの期
間その土地で研究活動を行えるのでしょうか。政策提

 

 
図 2 （上）タリボン島沿岸の各観察地点におけるジ
ュゴン鳴音の平均検出数（鳴音数/時）。（下）多くの
鳴音が観察された地点における、鳴音検出数の時間
変化。 
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言৖分を書けय書くऺど、自分の提案にいくらでもખ
論が思い೟かवことにৌして、ཙしさと૮ৡ૎がこみ
上げます。 

঳方で、バイड़টॠン （ॢ音響観察含ि）によって੭
られた結果は海域マネジメントにৌしてથਔଝなもの
であることもઑいようのない事ৰです。「科学がંすも
のは|ਫੰ|ではなく、|்|である」とよく言われます。
੭られた結果をもとにした|்|を提୹・ਁ৫し、それを
౫મの঳つとして、地੪の方々のਔ思ৠ定を१এート
する… それが、౦々なとこौで言われる科学と঺ভの
結びહきの஄なのだと思います。 
 
 %/S ভਾ 1o�1�1 にൕൗされているൿ者の記事で、
20�0 ফまでに਼ੀのಮ域と海域の �0�を保全しよう
という「�0�E\��0」という目ఏにඡれ、この数ஊが঳
人నきすることについてのリスॡを投げかけました。
ৰ੠、পきなব੠ভ৮に૞ਸすると、各বのၹい方々が
新たな海洋保૧યを設定したことをৈらかと്言し、
ভৃから༭手がᅋきକこる… という୾ବを目にしま
す。その中に、現地の方々はおられるのでしょうか。沿
岸に੺तけय੺तくऺど、海は౐なる空間ではなく、
人々の生業と஥く結びついていきます。保૧ય域を 1�
ੜやすことは、その数ஊにৌしてశ常に੎いਔ௡合い
を੅つことを、எたठはみなਔ௙しなけれयなりませ
ん。 

 
ごく沿岸の海域で多くの時間をすごすジュゴンにつ

いて調べることは、同時に現地の人々のථらしを考え
ることにᇽがります。そして০৚の研究を通して、沿岸
域がいかにॲイॼミッॡで複雑なৃ所かということを
ਘく૎गました。特に海域マネジメントにかかわる考
察を書く੠には、現地の૾யを૮視したஆりよがりの
提案にならないよう、とはいえ研究ਔଝは௢観的に॔
আールできるよう、ਞをહけなれयなりません。その絶
ฺなバランスをମをもって૎गたことが、எにとって
の「新たな発見」だったのかもしれません。 

 
�発表論文� 
7anaNa� .�� ,cKiNaZa� .�� $NamatsX� 7�� 

.ittiZattanaZong� .�� $rai� 1� and MitamXra� +� 

�202��� nSpatiotemporal Yariations in tKe acoXstic 

presence oI dXgongs and Yessel traIIic aroXnd 

7aliEong ,sland� 7Kailand� ,npXts Ior local coastal 

management Irom passiYe acoXstical aspects|� 

ŲƆƈƄƑŃƄƑƇŃŦƒƄƖƗƄƏŃŰƄƑƄƊƈƐƈƑƗ� 2��� 10��10� 

Kttps�//doi�org/10�101�/M�ocecoaman�202��10��

10

 

https://doi.org/10.1016/j.ocecoaman.2023.106810
https://doi.org/10.1016/j.ocecoaman.2023.106810
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新しい発見 

ఠ஭੶ஈऊैाॊ५ॼメজभ੡ଽો௃षभਟฉ૾ய 
୺田 ໲生（ূ海প学 海洋学৖） 

 టિ೓のਈൔにਜ਼置する੡ଽો௃には؜൐ফ໬い時
期 に た く さ ん の ス ॼ メ リ � 図 1��űƈƒƓƋƒƆƄƈƑƄŃ
ƄƖƌƄƈƒƕƌƈƑƗƄƏƌƖŃƖƘƑƄƐƈƕƌ�がਟฉします؝でも؜いつか
らいつまでೀらがਟているのか؜୦のためにわकわक
த人ੵ環境にਟるのか؜わからないことは৛ऺどあり
ます؝೑々のॳー঒�੡ଽો௃スॼメリউটジख़ॡトॳ
ー঒؟ൿ者؜਎੃প学਽੨੽؜੡ଽો௃਷ఔை�はこの
スॼメリ୸の事をੴるため؜数ফにநり共同調査をಲ
ਢしています؝ 

図؝ڭ੡ଽો௃৔で๡୶したスॼメリとカডक़とঘリカモメ

のೊ೺؝਷面から出る࿏౦のீい୍やూ中が見える؝ 

スॼメリは৵஑で明ᐱなਕഓのూびれがなくු؜い
࿏౦の体౦をしており؜਷面でళลする௅を目で発見
するのはとてもপ変な種థのイルカ�৵஑のঁॡジラ຋
目�です؝঳方で؜ೀらは ��� ଧ൐にॡリッॡ鳴音を発
しており؜音響による発見૨は目視の � ೅੺くと௓定
されています؝ఽ間にೀらを発見することはさらに൑
୔です؝数৚ఽ間の目視調査を行いましたが؜多少のྱ
ਞ音はୂこえるものの؜௅をኇえることすらశ常にడ
しいこともわかっています؝鳴音であれयఽ間もଠ౜
も関બなく؜ೀらを見つけることができます؝そこで本
研究では؜੡ଽો௃にਟฉするスॼメリのਟฉ૾யを
པ඼することを目的に؜鳴音記録ᄄ度をা൐や時മ൐
にૻຎすることにしました؝ 
 

਷中マイॡを海中に設置し؜൐া৺ 2 ঩間の録音を
行いました؝調査地点は੡ଽો௃৔の 2 地点�図 2�で؜
201� ফ � াt201� ফ � াに௃中ఙહ੺�St�1�201؜�
ফ � াt201� ফ � াに௃ਈൔ�St�2�としました؝௃৔ 

図 St�2؝�ஜீ�ᓳ৞৔�と音響記録地点�調査海域؝2 目の৐

には੡ଽો௃਷ఔைがある؝ 

 
に೟きなどを設置することは୔しいため؜টーউに録
音ಎ置�$�tag�をಕ定し�図 海ೲから؜�� � m のਜ਼置に
岸෢から፼り下げました؝੭られた音響記録にて؜スॼ
メリの鳴音と雑音のல分けੰෲを行い1؜ 時間辺りの記
録ᄄ度にてંしました؝ 

図 ᑪもつけ؝༕ଆから音響記録計を下ौす૆૟の様子؝�

て؜બ೏෣や੺くのፆに結びつけて؜あとはଣ置؝ 

 

結果を 1�ఛත変化2؜�໤ఽ変化؜��音響ർด行動の
 ؝ල౐にごງஂします؜点にା目してگ

ْ1�ఛත変化ٓSt�1 ௃中ఙહ੺で 12t1 াに؜St�2
௃ਈൔで �t� াに記録のআーॡがありました؝いずれ
のৃ所でも؜਷ആ 20 度を下৚るႃに記録がੜえ઩め؜
20 度をதすႃに記録はாഈに੖少していました؝൐ফ
໬い時期によく見かけると言われていますが؜鳴音記
録でも໬い時期にੜਸする点は঳ಱしていました؝ま

St.2 

St.1 
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たৃ؜ 所によってআーॡに違いが出る点も面ஜく؜スॼ
メリ୸の動きが見えるようです؝০৚のૻຎは調査ফ
も違うため؜多くを語ることができないので؜ઃ৚は同
時の調査が஦まれます؝ 

ْ2�໤ఽ変化ٓ録音記録আーॡ期間に଒りますが؜
St�1 ௃中ఙહ੺はఽ中 1 時ႃにআーॡが見られますが؜
ऺऻી઩ 1 ঩中記録がありました؝঳方؜St�2 ௃ਈൔ
ではఽ � 時ごौに記録のআーॡがあり؜਌にพい時間
に記録が多くありました؝໭い௃৔でも記録ਈᄄ時間
が違うのはなछなのか؝観೾ফの違いءೀらの୎動の
ખ಩ء౦々௓೾したくなりますが؜ถしくは論文をご
૞සくださいませ؝ 

ْ��音響ർด行動ٓスॼメリのॡリッॡ鳴音はその
間࿒ 10 ms 以下のものをၭ㣒౑ৡ音として多くのਾઔ
で述べられています؝そこで؜平均ॡリッॡ間࿒からၭ
㣒౑ৡ音と通常のർด音に分け؜観೾地点൐に記録数
のૻຎをしてみました؝すると؜ၭ㣒౑ৡ音が多く記録
されているのは St�2 ௃ਈൔ؜St�1 中ఙ৖ではその数は
多くありませんでした؝このআーॡகの୷が਷域利用
目的の違いをખ಩しているのではないか؜とஎたठは
考えています؝ 

さて؜鳴音記録数はਟฉ数とイコールとしてଐいか
とਖわれれय؜確かに機ஓの記録෇೧৔では鳴いてい

なかったのではء৵さい鳴音で録音できてないかもء
ฉ็ৃ所が記録෇೧外"などਂ特定要因はたくさんあ
ります؝その上でෙੰをതれずに০考えていることを
言えय؜੡ଽો௃にਟฉするスॼメリたठは෈の௰れ
と共にဉ々に௃の中�St�1�にোってきて؜ஐを迎えるႃ
に௃の঳୞ൔ�St�2�まで⍻りାき؜ఖ川からの౭ുවで
ෝえたຂをパॡパॡと୫べ؜ஐのીわりと共にいなく
なる؜そんな生活をしているのではないかと௓೾して
います؝また௃の中はటિ೓にૻべ؜ややৈ਷ആである
ことがわかっており؜໬い時期に|多少は|ഐたさのマシ
な௃৔にೂဂならफೂ໬をしにやってきているのかも
しれません؝఑୫者もおらず㣒も૕৛あるとすれय؜ೂ
໬地として言うことなし؜な環境なのかも؝ 

いずれにせよ本ਾઔでは؜観೾ফが異なるという൱
ᅢにより؜言いたくても言い切れないことが૕৛あり
ました؝ਾઔしたফ以ఋ�201� ফf�؜コটॼምも通し
て؜鳴音調査はਢいています؝その৏のおਵはまた০度
ということで؝ 
 
�発表論文� 
୺田໲生؜਽੨౔子؜ઋ田ౘఘ؜๹田ਫ೉201؝�t201� 
ফにおけるటિ೓ਈൔの੡ଽો௃にਟฉしたスॼメリ
の音響記録؝ᙥ໚థ科学؝�202؜���2�
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新しい発見 

アオウミガメ幼体は砂中で騒音にどう反応するか 
西澤 秀明（京都大学大学院 情報学研究科） 

 近年、騒音が動物に与える影響についての関心が高
まっています。特に、音は水中での透過性が高いため、
水中騒音の海洋動物への影響について関心が持たれて
きました。しかし、陸上（砂浜）で産卵・孵化するウミ
ガメ類にとっては、陸上（砂浜）での騒音が問題になる
可能性もあります。そこで、今回は、アオウミガメが孵
化後、砂中を移動するときに、騒音がどのような影響を
もたらすのかについて調べました。 
 室内に実験用のチャンバーを設置し、3 区分（何も音
を聞かせない対照区、自然環境レベルのホワイトノイ
ズ騒音を聞かせる実験区、大きなホワイトノイズ騒音
を聞かせる実験区）の音環境での実験をおこないまし
た。チャンバーの中央をガラス板で仕切り、片側にアオ
ウミガメの卵 20 個を入れ、砂を入れて擬似的な産卵巣
を作りました。反対側には赤外線カメラを設置し、孵化
した幼体が砂中から脱出するまで記録します。また、砂
中に録音機のマイクを設置し、音からも行動を計測で
きるようにしました（Nishizawa et al. 2021; 会報 No. 
179 参照）。なお、「自然環境レベル」は対照区＋13dB
程度（砂浜での通常の波音レベル程度）、「大きな騒音」
は対照区＋25dB 程度とし、騒音 30 分＋無音 2 時間
30 分のサイクルを繰り返すこととしました。 
 幼体から発せられたと考えられる音も録音されてい

ましたが、その回数は大変少なく、生態・行動上の意味
を議論することはできませんでした。また、脱出までに
かかった時間に 3 区分で有意な違いはありませんでし
た。しかし、「大きな騒音」曝露時に活動が顕著に増加
することがわかりました。さらに、「大きな騒音」曝露
後には活動が低下することもわかりました。これは、捕
食者に巣を掘り返されたときの逃避や、近くの幼体と
の同調的な行動をおこなうために音が重要な刺激とな
っている可能性があることを示す一方で、人為的に継
続的な騒音が発生する場合には砂中で幼体が無駄にエ
ネルギーを消費してしまう可能性を示しているといえ
ます。これまであまり考えられてこなかった砂浜周辺
での騒音の動物への影響についても、今後考えていく
必要があるかもしれません。 
 
(発表論文) 
Maeda Y, Nishizawa H, Kondo S, Ijichi T, Ichikawa 
K (2024) Effect of noise on sand digging and 
emergence activities in green turtle (Chelonia 
mydas) hatchlings. Journal of Experimental Marine 
Biology and Ecology 570: 151974 
https://doi.org/10.1016/j.jembe.2023.151974

 

https://doi.org/10.1016/j.jembe.2023.151974
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新しい発見 

ཆऋؚオオ१থ३ঙウウオभઐහ॑୫ःૃीるء 
ਉ ៑ఴຨ（ઁਣ৘਍ଯ動物ਁୱ） 

 ੂめまして、そしてओ無࿓ᆓしております。ઁ ਣ৘਍
ଯ動物ਁୱのਉとணします。7 年৐にఞံした「࿾ਆన
き」（会報 No. 131）から࿾ਆを 1 年近くనき続ऐ、ਬ
き継いでくれたি᩽さんがさらにనき続ऐ、৺ 1 年઄
オオサン३ঙウウオのઐහ個体を୯い続ऐました。
2024 年 4 াにようやく論文としてまとめましたので、
ओງஂします。 
 
 オオサン३ঙウウオは੉わङとੴれたnਆの௝者|で
すが、৉ୠによっては生අ数が੖少していることがೃ
୛されています。ਉ౤は஘رで、ཆなどのఖਆଡୗ物に
よるఖਆの分૵や生අ環境の消ଷ、ૐ中ൻංによる個
体の૴下などが考えられます。中でも、近年大きな問題
となっているのが近໿のチগウ०クオオサン३ঙウウ
オ（ਠ૔はള数ரに分類されている）とのઐහ問題です。
2024 年 7 াには外ਟரとそのઐහ個体が特৒外ਟ生
物に੐৒され、何かとਵ題になることが੗くなりまし
た。எがඐਜしているઁਣでも、2022 年にઐහ個体が
発見され、ཎ૔的にઐහがਤ行しているఖਆは౎にも
あると੒୳されます。ઐහのਤ行をଆएためには、ఖਆ
ओとのઐහ૾யを調べるटऐでなく、૔ਟ・ઐහ個体の
生態をもとにした૔ਟரの৳৸ੁを考えなऐれयなり
ません。しかし、ઐහ個体の生態を調べたহ୻はありま
せんでした。そこで、ઐහのਤ行がきわめて஥മで、ᄄ
෬にઐහ個体が৯ொされる࿾ਆ中૴ୠで調ਪをするこ
とにしました。 

 ম研究では、文化ૂのಅ可のもと৸শ 90cmع�0 ऺ
どのਛ体 7 個体をਗ਼波ॸレメトজーによって୯඄しま
した。オオサン३ঙウウオやチগウ०クオオサン३ঙ
ウウオは、一ಹ的に � াから 9 াにかऐて෬༢਋をಶ
え、その少し৐から෬༢ి৉がある上૴へ移動し、෬༢
後には卵をஹるಚ有௟（ॾ३）ਰ外はગल下૴へ移動す
ると考えられています。しかし、調ਪ৉には高さ ع50
�0cm ऺどのႄઉな૳୷ੵが一৒間࿒でோ૔していま
す（௕ 1）。そこで、෬༢਋৐後をஅिఛතओとで行動
෠の大きさや૳୷ੵ間におऐる上૴側のਹ用ᄄ度をૻ
ຎしました。また、水ਜ਼や水ആによる上・下૴の移動へ
の影響を৒୤的に調べました。 

その੥ટ、7 個体中 5 個体を 1 年ਰ上୯඄すること
ができました。行動෠は෬༢਋後で大きく、శ෬༢਋に
は৵さいことがわかりました。また、૳୷ੵ間の上૴側
のਹ用ᄄ度も෬༢਋৐後で高く、శ෬༢਋は低いこと
がわかりました。実੠に、෬༢਋৐に૳୷ੵの下で฽૔
していた୯඄個体をનੳしたとこौ、෬༢਋の௟に特
有の੕ൾ出ᒷ৫ઠ৖周೧のඤକがाられました。これ
らのことから、ઐහ個体も૔ਟரと同஘の෬༢生態を
もつことが示ྮされ、ರしઐහがକこっていることを
行動એから੍持する੥ટとなりました。一方で、෬༢巣
าや幼生が発見されている上૴ୠまで移動した個体は
なく、11 個ある૳୷ੵのうठଭり௭えたのはわङか 2
個टऐでした（௕ڮ）。このことから、ઐහ個体も૳୷
ੵなどのఖਆଡୗ物によって෬༢ి৉への移動が༛૩

௕؝ڭ調ਪ৉にある૳୷ੵの一つ؝୯඄個体が⍮上した 2

つは9؜ ஊ૾の୊௤個ਚがあるものと一৖が෬ൄした೘物

でངわれたもので؜ଌෳかりになると考えられた؝ 

௕ 何度も⍮上しよう؝૳୷ੵઉ下で฽૔する୯඄個体؝2

と૥ाるが؜ଷ૷していた2017؝ 年 7 া 2 ঩๡影. 
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されていると考えられました。調ਪ৉હ近では෬༢巣
าや幼生がનੳされていないため、中・下૴ୠの個体は
෬༢にఞ与していない可能性があります。さらに、水ਜ਼
や水ആによる上・下૴の移動への影響はाられङ、઎௯
などによる増水で大きく下૴に૴される個体もいませ
んでした。िしौ、増水後に૳୷ੵを௭えて上૴に移動
した個体もいたのです。 

今回、1 年઄近くオオサン३ঙウウオ（ઐහ個体）を
୯い続ऐたことで、ઐහ問題に対するいくつかの対ૢ
ੁが੭られました。୻えय、࿾ਆ中૴ୠのઐහ個体は෬
༢にఞ与していない可能性が高いことから、෬༢巣า
のある上૴ୠや、中૴ୠでも෬༢਋৐に૳୷ੵઉ下を
ૐ中的に調ਪすることで、より஍૨的にઐහ個体を捕
ඃできるかもしれません。また、ఖਆの分૵をଆएため、
生き物が⍮上しやすいཆなどに੝ଐされつつあります
が、やाくもに੝ଐしてしまうとઐහ個体の分ഘをઁ
ऑてしまうതれがあります。オオサン३ঙウウオが生
අしている৉ୠでఖਆ੝ఊを行なう੠には、そのఖਆ
におऐるオオサン३ঙウウオの生අ૾யやઐහ૾யを
まङ調べておく必要があるでしॆう。場合によっては、
ཆをあえてଋすことで一時的にઐහのఁ大を食いૃめ
られるかもしれません。一方、増水などで下૴に大きく
૴されることはありませんでしたが、ཆなどによって
⍮上できङ、੥ટとしてဉرに下૴へ移動する可能性
があります。したがって、下૴にશのఖਆとの分วਡが
ある場合はઐහ個体の෶入にି意しなऐれयなりませ
ん。また、増水時に陸৉をਹ用して⌚回し、൤஺ఃるこ
とができないཆをଭり௭える可能性も考えられます。
実੠に、࿾ਆでは大ංの後にਆ഍やๆமする੊ଡ଼でઐ
හ個体が発見されるহ୻もあり、調ਪ中にも増水時に
陸৉に避୔している個体を発見しました（௕ 3）。さら
に、ম研究でଈಝした 1 個体はఖਆੵহが行なわれた
場ਚのଅ中から発見されました（௕ 4）。これは、൤通
ならnၴもੴることがなかった|ことですが、ଈಝしても
発ਦ機によって೜場ਚを特৒できたことでનੳされた
হ୻です。まさに、バイオॸレメトজーटからこそ੭ら
れたੴ見टとઓいます。 

ম研究では、個体数や体サイズ、生අ環境など଒৒的
な要ಞも੗く、ઐහがਤ行しているすべてのఖਆにਊ
てはめることはできません。しかし、ઐහఁ大を食いૃ
める஘رな঄ントが੭られたのではないかと考えてい
ます。また、ੂめてオオサン३ঙウウオ（ઐහ個体）を
高ᄄ度でশ਋的に୯඄したことで੭られたੴ見は、૔
ਟரの生態ੰ明や৳৸にも૽য়つものとਦगています。
ถしい内ઍについては、छऱ論文をओ一ഭくटさい。 

 
ਈ後に、少しでもଫくম研究を発表するべきでした

が、எの෋ൿの೚さॅえに論文としてまとめるのに5 年
も過ऍてしまいました。それにも関わらङ、੔生方には

ਈ後までആかくओ੐଑いたटきました。また、ম研究は
3 ঩に 1 回のঌース（実੠には個体によって調ਪ঩が
౮なるため 3 ঩に 2 回）で࿾ਆをనく必要があり、ง
ೲ一人ではਛし੭ませんでした。研究をਬき継いでく
れたি᩽さんはगめ、ਊ時の研究室の੔྇方には調ਪ
の৻行やੰෲ方১の੐଑など੗くのओੈৡをᇿりまし
た。この場を೙りて、຦஘にௐく౪຀ணし上ऑます。 
 
(発表論文) 
Koshiro Hara, Shintaro Tabuchi, Hideaki Nishizawa, 
Kanto Nishikawa,Hiromichi Mitamura. Effect of 
seasonal changes and river structures on the 
behavioral patterns of the hybrid giant salamander 
in the Kamo 5iver, Japan. Herpetological 
Conservation and Biology. 2024. 19(1):13t22. 
 

௕ 2017؝増水時にਆ഍の陸৉に避୔するశ୯඄個体؝3 年

10 া 29 ঩๡影. 

௕ 中央のଅ中を؝ଈಝした୯඄個体が発見された場ਚ؝4

掘りକこすと؜෗の一৖と発ਦ機が出てきた؝ 
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新しい発見 

৵औऩ౮体థにॱॢ॑હऐる্১ 
୲৪ 学（લඕ௧ఊ大学 ৶ੵ学৖）・高਽ ࿖一（京都大学 উラॵトইज़ー঒学ཬ௭大学院・大学院஗学研究科・ই

ॕールॻ科学ઇ୘研究७ンॱー）・ਕি੨ ཟ৶（京都大学 ইॕールॻ科学ઇ୘研究७ンॱー） 

 ౮体類、片側に૏৯がある਴べったい、変わった஄を
したຂ。そんなຂにத音波発ਦ機をહऐて、体শが৵さ
な時਋の移動をཔ඼したいآということで、ಎାする
のにిした方১を༩୘実験によりਫ਼઒したのがম論文
です。 

ઞ用したのは、Innovasea ঺の৵஑த音波発ਦ機
（95�2H）をெしたॲミーॱॢ。それをホ३ガレイ
（ŹƈƕƄƖƓƈƕŃ ƙƄƕƌƈƊƄƗƘƖ）の৵஑ர၈（৸শ 102 mm
৐後）にಎାしました。૥した方১は、外৖ಎା（௕ 1）
と໅ᒷ内ಎାの 2 ர類です。これら 2 ණに॥ントটー
ルණを加えた 3 ණを用いて、316 ঩間の༩୘実験を行
った੥ટ、৵஑のホ३ガレイர၈では、外৖ಎା（40٫）
よりも໅ᒷ内ಎା（93٫）の方が生ଋ૨が高く、ॱ ॢの
脱૳もありませんでした。また、外৖ಎାした 15 個体
のうठ 12 個体において、ମ切れしてॱॢが脱૳してい
ました。一方、ਛশ૨はಎା方১にかかわらङ、॥ント
টールණと୷౮はありませんでした。したがって、外৖
ಎାよりも໅ᒷ内ಎାの方がిしたಎା方১であるこ
とが示ྮされました。ถしい内ઍは、論文をओ༮くटさ
い。 

(発表論文) 
Kume, M., Takagi, J., 'antsuji, Y., Ito, T., 
Yamashita, Y., Mitamura, H., :ada, T. (2023). 
Tagging of age�0 flatfish with acoustic 
transmitters: Comparison of internal implantation 
versus external attachment. Environmental 
Biology of )ishes 106(10): 2011t2019. 
https://doi.org/10.1007/s10641�023�014�1�3 

 
௕ 。ॲミーॱॢを外৖ಎାされたホ३ガレイ؝1

新しい発見 

ક૪にషढञॳঙウॳঙウウオ 
高਽ ࿖一（京都大学 উラॵトইज़ー঒学ཬ௭大学院・大学院஗学研究科・ইॕールॻ科学ઇ୘研究७ンॱー） 

 ຂ類や೭類、ᆦད類など、੗くの生物はష巣性やಕ෋
性を持つことがੴられています。ম論文では、チঙウチ
ঙウウオがష巣性を持つことをનੳしました。高ੴ਩
中ଅଯ঴上ノ加௖のऺど近くのണ༺に生අするチঙウ
チঙウウオを捕ඃしてॱॢહऐし、捕ඃ৉ਡから 100t
500 m ௞れた場ਚにଣ૴しました。ॱॢહऐした 24
個体中 � 個体が、ਈ大 500 m の෱௞からష巣しまし
た。ถ಍はਰ下の論文をどうझآ 
 
(発表論文) 
Homing of a butterflyfish in the temperate western 
3acific 2cean. J Takagi, K )ujioka, S $sai, Y Itaya, 
H )ukuda, K Ichikawa, H Mitamura. ŨƑƙƌƕƒƑƐƈƑƗƄƏŃ
ťƌƒƏƒƊƜŃƒƉŃũƌƖƋƈƖŃŔœř(9), 1907t1913. 

https://link.springer.com/article/10.1007/s10641
�023�01469�z 
 
 ౟୥ですが、このチঙウチঙウウオの研究は「対଴と
したかったரが（஘رな৶૓により）実験に୹すること
ができない」ということから઩まりました。このような
৽験は実は੸度৯で、一度৯は३টメバルがホ३ササ
ノঁベラに化ऐました（こठらも論文にしています）。
そして今回チঙウチঙウウオに化ऐたのは、マア४で
す。もठौんম論文のష巣実験は、チঙウチঙウウオが
対଴になったので઩めたことではあります。研究対଴
ரとの出会いは、どこにૡがっているか分からないも
のですब。この実験ਰ外にもॸレメトজーの実験をし
ていますので、続報をओ਋ୄいたटऐれयౘいです。 

https://doi.org/10.1007/s10641-023-01481-3
https://link.springer.com/article/10.1007/s10641-023-01469-z
https://link.springer.com/article/10.1007/s10641-023-01469-z
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新しい発見 

পऌऩॽ঍থウॼॠはક૪にషる 
ਕি੨ ཟ৶（京都大学 ইॕールॻ科学ઇ୘研究७ンॱー） 

サॣ、メバル、カレイなどのຂ類は、ૠெの大৵を問
わङ、産卵場、ၭ㣒場やક૪などに回ష・ಕ෋する。動
物は、いつその能ৡをମにつऐるのか、なछ特৒の場ਚ
がわかるのか、どうしてషौうとするのか。このਂઓ議
は、ནから人رをྟവしつतऐてきた。ਨ৪、௎ପ、オ
७アॽアそしてূア४アなどに生අするウॼギരຂ類
も、આ今、同஘にક૪などに回ష・ಕ෋することがੴら
れるようになってきた。しかしウॼギരຂ類は、いつ回
ష・ಕ෋能ৡをମにつऐるのか、なछ特৒の場ਚがわか
るのか、についてはあまりよくわかっていない。まङ、
あるఖਆのດの影響をਭऐない 2 かਚ（$, B ৉ਡ）に
おいて、஘رな大きさのॽホンウॼギ 1� 個体（৸শ؟
。mm）を捕まえて、த音波発ਦ機をつऐた 570 ع 204
そして $ ৉ਡで捕まえた個体を B ৉ਡに、B ৉ਡで捕
まえた個体を $ ৉ਡにଣ૴した。なんと、৸শ৺ 400 
mm ਰ上の大きな個体は、数঩ਰ内に、൤஺の行動෇
೧よりも೫方から、਌にพい時間ఝに、捕ඃ৉ਡにషり
ାいた。৸শ 400 mm にどのような内的や外的な意味
があるのかは、よくわからない。一ಹ的に、ક૪にషる
にあたり、見ङੴらङの੊を通ってషると஠૫は少な

からङつきまとう。しかしఖਆという環境では、৸শ
400 ⋵にもなると、ఽ間に同ரや౎ரの捕食者から๷
われることはወであौう。๷われる஠૫が少ないウॼ
ギटऐが、これまでশきにわたりਹ用したであौうક
૪や㣒場を੷めたのかもしれない。৵さなウॼギは、そ
もそも৒કせङにウটウটしているのかもしれない。
また、回షした個体のસ合は、捕ඃ場ਚによって୷はな
かった。これまでウॼギരຂ類のఖਆでの回ష行動に
はᚃಁがਹ用されているのではないかと考えられてき
た。上૴からჶとなるႝいが૴れてくるのであれय、下
૴にଣ૴された個体の方が回షするસ合は高くなりそ
うではあるが、そうはならなかった。機ଡはളහなよう
である。ถしくは論文でどうझ。 
 
(発表論文) 
Hiromichi Mitamura, Junichi Takagi, Yoshimi Itaya, 
Shun :atanabe, Manabu Kume. /arger yellow�
phase Japanese eels show short�range homing in 
a freshwater river. Journal of )ish Biology. 2024.  
https://doi.org/10.1111/jfb.15�15 

 

https://doi.org/10.1111/jfb.15815
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৙外調ਪ報ઔ 

ૣਣ਩ૈਆఓभ঍३ガঞॖ৹ਪ 
ഓ৙ ਮఴ（京都大学大学院 ஗学研究科） 

 ੂめまして。京都大学大学院஗学研究科ఊ૒ 1 年の
ഓ৙ਮఴとணします。このたल、આ年度から参加させて
いたटいているૣਣ਩ૈਆఓにおऐるホ३ガレイの調
ਪについて報ઔいたします。 
 ホ३ガレイはূਨ୬਴洋഍、௿ૺ内海、ృପ西৖など
に૵片的に分ഘするカレイ科の一ரです（௕ 1）。মர
はൌ少かつశ常に高੼であることから、਌なී場の一
つであるૣਣ਩では、人ੵர၈のଣ૴হ঵が実઱され
ています。எのਚര研究室では、ૣ ਣ਩水産ৱ౺研究ਚ
やૣਣ大学などとુ同で、ホ३ガレイ人ੵர၈の৙外
におऐる行動のཔ඼、そしてଣ૴হ঵の஍ટ਱上を৯
੐した研究に਄りੌんでいます。 
 調ਪ৉のૈਆఓはૣਣ਩ਨূ৖にあるඎູで、ホ३
ガレイଣ૴হ঵の対଴৉となっています。๝ດ時には
๝ඎがઁがり、アサজやஒのり（঄トエॢサ）を৻表と
する௹かな海のౘ（௕ 2）でੴられています。今年の調
ਪでは、৸শ৺ 10 cm のホ३ガレイ 0 ୃຂのத音波ॸ
レメトজーによる୯඄を中心に、૚ரのু১を用いて
ホ३ガレイர၈の৙外におऐる଺食などを調ਪしてい
ます。6 াにはおよそ 3 ౝ間ૣਣ਩に฽૔し、ਭਦ機の
設置と発ਦ機ಎା個体のଣ૴を行いました。ਭਦ機の
設置時には、過ுに設置したはङのબ೏௺が見ਊたら
ない、必要な機౫が੒৒通りにඍかないなどઓわफト
ラঈルに見೺われましたが、ଣ૴੒৒঩の৐ر঩にၞ
うगて૆૟を౥വできました。 
 ଣ૴ਊ঩は、ホ३ガレイர၈の୘ての஡である水産
ৱ౺研究ਚの方رと一คに、発ਦ機をಎାした個体が
৙外へ൒য়っていく஘৕を見ஹります（௕ 3）。水ဓ内
で生まれ୘った人ੵர၈にとってはੂめての৙外です
が、ऺとんどの個体がすएに水ೲへと็いでॅき一਍
心です。しかし、今までの調ਪ੥ટから、ଣ૴したர၈
の一৖は౎のຂ類などに捕食されてしまうことがわか
ってきました。捕食されたர၈に関する情報は研究を
ਤめるうえで重要かつとても௪味஥いものですが、そ
の一方で、ଣ૴した個体にはどうか生きభलてऺしい
とౘઈを࿕らङにはいられません。 
 今回ଣ૴したホ३ガレイர၈からのਭਦॹーॱは、
௘ਰఋに回ઽし、ੰ ෲをਤめていく੒৒です。回ઽした
ॹーॱから、ૈ ਆఓに฽૔している個体、外海へ出て行
った個体、食べられてしまった個体ؼとர၈のその後
を௓৒してॅく過程はこの研究のᆋᆍ味であると૎ग
ます。そして調ਪで実੠のইॕールॻを৯にするたल
に、そこで 10 cm 程度のຂを数かাにわたって୯඄可

能なத音波ॸレメトজーૼ୒はຐくべきものであると
૎गます。しयらくの間はॹーॱ回ઽを௫しाにୄठ
つつ、৵さなホ३ガレイの海ೲでの生き஘にઓいを඲
らせながら研究に਄りੌんでいきます。 

なお、ম調ਪは、ૣਣব੠研究ઇ୘機ଡ（)�5EI）の
ഥਮڲ年度஗௔水産分৙の੔ഈૼ୒ன৫হ঵「ۉڸھ
インইラを用いた஍ટ的なர၈ଣ૴によるৱ౺の਍৒
化」（J3)524060109）によって実઱されています。 

  
௕؝ڭホ३ガレイの人ੵர၈（0 ୃຂ）。えらの後ौのஜいெ

஘がチャー঒এイントです。  

 

 
௕ ਆఓ産アサজがたっशりのஒのりあさりバॱーラーૈ؝2

メン。༏の出ᅑが作঵で໸れた心ମにഉाநります。 

 

 
௕ 発ਦ機ಎା個体のଣ૴の஘৕。なかなか外に出るಁ༔؝3

がৠまらない（ء）個体もいます。 
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৙外調ਪ報ઔ 

ਈટथभ৉でলভढञညガメञठ 
ௗ୍ Ა୬（京都大学大学院 情報学研究科） 

 はगめまして。京都大学情報学研究科生物෠情報学
൥ౠのௗ୍Ა୬とணします。எはアオウミガメの孵化
幼体（ညガメ）が捕食者に対してどのような逃避行動を
見せるのか、について研究しています。この研究のため
に 2023 年ಒに行った৙外調ਪについて報ઔさせてい
たटきます。 
 ইॕールॻは৵ຖਉ౾ਣ೯ਣです。೯ਣは঩মਈ大
のアオウミガメの産卵৉であるため調ਪ৉に৭लまし
た。時਋は � া中ഽから 9 া中ഽの৺ 1 নাで、ウミ
ガメ類の調ਪ研究、৳৸を行っている৵ຖਉ海洋७ン
ॱーに฽૔させていたटきました。எの研究では孵化
幼体に捕食者のெ஑を઀示し、どんな反ૢをするのか
をঅॹオカメラで๡影します。すなわठアオウミガメ
の赤ठूんをඞうことになるわऐですが、ਸ਼一ഀ଴は
శ常に可ఎいの一੉に๳きる、というものでした。எは
スय़গーバॲイঅンॢをະ味としているので、アオウ
ミガメのਛ体に関してはబಐでྂる程見てきたわऐで
すが、5 cm 程の幼体が४ॱバॱしている௅を見ること
ができてᇃしかったのをಁえています。しかし、そのഀ
଴も฽૔਋間がಇलるにつれて変わっていくこととな
ります。 
 ম研究では、水ဓで幼体を็がせ、ெ஑を઀示した時
にどのように反ૢしたかを಩൸で記録しました。ਊੂ
の੒৒では、幼体たठを水ဓにଣせयスイスイと็い
でくれて、ス঒ーズに実験がਤिはङटったのですが、
いक実験を઩めてाると、๿い୳৒であったことをઓ
いੴらされました。ऱたすら෢に਱かって็ऍ続ऐる
ものがいたり、反対に็がなくなるものがいたりと個
体によって஘رな行動を਄るのです。実験では幼体が
きठんとฉ็しているときにெ஑を઀示する必要があ
るため、そのॱイミンॢを計るためにୄठ続ऐたり、そ
の個体での実験を጑めたりؼ。そのたलにカメラのメ
ঔজとਗ਼౱、そしてಖઋৡが消費されていきます。そう
いうわऐでஎのアオウミガメ孵化幼体に対するഀ଴は、
可ఎい৵動物、৳૧対଴というとこौから出発して、એ
౵な動物になり、షるႃにはఎାのかऐらも消えுっ
ていましたؼ。たट、実験中ਰ外で㣒をやったりすると
きはశ常に可ఎくઓえていたので、ఎାのある動物を
研究対଴にはしないऺうがよいのかもしれません（൚）。
いङれにしても、৙生動物を対଴にした実験がいかに
大変かということをઓいੴったଐい৽験になったとઓ
います。 

実験は঩中に行いましたが、঩がථれたあとは३গ

ノーॣルや、ဳ りに行ったりと、জ॰ートとしての৵ຖ
ਉを௫しめました。৵ຖਉ౾ਣはబಐと違って೫ฒの
৉஄が少なく、海഍線から数ેメートル็いटटऐで
水஥が 10 ۜਰ上஥くなります。透明度もଐく、ຂ影も
෯いので個人的にはబಐの海より஀ाでした。ाなさ
んも৵ຖਉ౾ਣに行く機会がありましたらछऱ海に入
ってそのএॸン३ャルの高さ、そしてn঎ॽンঈルー|を
体૎してाてくटさいآ 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

௕؝ڭアオウミガメの孵化幼体  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
௕  ଲཥ海഍のミズクラ।。৵ຖਉ౾ਣのミズクラ।は؝2

生༢Ꮳがঁートマークです。 

 

 

 

 

 

 

 

௕؝گ฽૔中に出会ったオガサワラオオ॥ウঔজ 
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௕છງஂ 

PLOVLO્؟ૐَ঩ম੺ਲभॡ४ছُ 
਽੨ ౔৕（京都大学 ূવア४ア৉ୠ研究研究ਚ） 

 বয়科学೗物ை発行の自然と科学の情報๟「milsil
（ミル३ル）」2024 年 5 া（ਸ਼ 99）ಀに঩ম近海のク
४ラ特ૐがൕൗされました。研究会からはஒ਽かがり
੔生による「バイオটギンॢでർるマॵ॥ウク४ラの
ථらし」、எが෋ൿした「৵஑ᅁ類のエ॥ーটॣー३ঙ
ンとਭ動的音響௴測」がൕൗされています。छऱおুに
とってओ༮くटさいآ 
(参考 85/) 
https://www.kahaku.go.jp/userguide/book/milsil
/toc.php"id 00017144674�760� 
 

 

 
 

https://www.kahaku.go.jp/userguide/book/milsil/toc.php?id=0001714467487608
https://www.kahaku.go.jp/userguide/book/milsil/toc.php?id=0001714467487608
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バイオটギンॢカレンॲー2025 

ইज़ॺ॥থॸ५ॺ੥ટ৅਀ 
గি 高ಂ（ઋૺ大学大学院 海হ科学研究科） 

 カレンॲーબのగিです。2025 年のバイオটギンॢ
カレンॲー用に、୼ઌをૢ൳してくटさった຦さま、ম
ਊにありがとうओकいます。ಞศな୼ઌयかりで、1 年
が 24 নাあれयଐいのに、とઓってしまいました。ま
た、ইज़ト॥ンॸストで਺௠をしてくटさった຦さま、
ओੈৡありがとうओकいましたآ 
 会৩の຦さまからの਺௠੥ટも౷まえ、ਈી的には
下記の 2 ೳで৭んट 16 ූをઞわせてຘきます。16 ූ
の内๨は、表౛ 1 ූ、ഫ表౛ 3 ූ、૚া 1 ූ（12 ූ）
となります。 
 
>1@੭௠数上ਜ਼ 6 ਜ਼までの � ූ（同૨ 6 ਜ਼が 3 ූあり
ました） 
>2@਑作チー঒で৭んट୼ઌ � ූ 
計ڀ 16 ූ 
 
ここでは、੭௠数上ਜ਼ � ූの୼ઌをງஂしますآ༌、
୼ઌのॱイトルはૢ൳時のもの、ॱイトル無しの場合
はఏ૆ਮ੡を表記しています。 
 
�ਜ਼ ॻॳ२メঃছॲॖ५ 
୺িਐ౔ཅさん（ઋૺ大学） 

 
�ਜ਼ ੱਗ਼௕টガ॑شಎାऔोञঐথ঎ウ 
中੨༣水さん（শ૊大学） 

� ਜ਼ 幼ᄕॠকথॢ५ॱش 
上௳ᒬ生さん（ূ京大学） 

 
� ਜ਼ ஖୒ , 
上௳ᒬ生さん（ূ京大学） 

 
� ਜ਼ ४ख़থॶشঌথॠথ 
高ଶྊ周さん（বয়ா৉研究ਚ） 
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�ਜ਼ ॽ঍থウॼॠ 
ਕি੨ཟ৶さん（京都大学） 

 
�ਜ਼ ஧৯भミ१ॖঝ 
上௳ᒬ生さん（ূ京大学） 

 
�ਜ਼ ᐺॡ४ছभঈজشॳথॢ 
ஒ਽かがりさん（๦京科学大学） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ْढ़ঞথॲشषभओਔৄطओ઀੧طओ૎୳ٓ 
਺௠ইज़ー঒に設ऐていた自૓॥メントჷにいたटい
たओ意見と、ਠ時ਡでの回௦をこठらでお஫えします。
すべてのজクエストにૢえきれてはいないのですが、
とても参考になります。ありがとうओकいます。 
 
カレンॲーにそのரのバイオটギンॢ研究のठॆっٴ
とした情報が記ൗされていると、一ಹの方に「こんな動
物でもಎ置がહऐられるのब」とઓってもらえるので
いいとઓいます。౟ஜと時間があれयछऱओਫ਼ୈいた
टऐれयᇃしいです。 
 
ൕൗされた୼ઌについて、ૢ൳者に情報をછいてຘڀ
いているので、ਟ年度からは、ൗせる情報୻の一つに加
えます。 
 
いつも、એஜい୼ઌをाて௫しんでいます。今のサイٴ
ズより৵さく、かつ自য়ૄのカレンॲーのऺうが、研究
ॹスク上に置いて௫しめるとઓいます。 
 
、ཬ上ගがඟしいというओ意見は൐年出ているのでڀ
ୌহ会の議題の一つにしたいとઓいます。 
 
そのऺか、ૢ ൳ইज़ー঒	਺௠ইज़ー঒に設ऐていた自
૓॥メントჷにカレンॲーબへ、お຀のメॵ७ー४を
たくさんの方からຘきました。こठらこそありがとう
ओकいましたآ 
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シンポジウム案内 

第 19 回バイオロギング研究会シンポジウム 
岩⽥ ⾼志（神⼾⼤学⼤学院 海事科学研究科） 

 2024 年度シンポジウム係の岩⽥です。メーリングリ
ストでもお伝えした通り、今年度のシンポジウムは、10
⽉ 12 ⽇と 13 ⽇に神⼾⼤学深江キャンパスで開催され
ます。 
 シンポジウムに関するアンケートを取ったところ、
「何の動物の話を聞きたいですか」という設問には、海
⽣哺乳類と⿂類という回答が多く⾒られ、「どんな内容
の話を聞きたいですか」という設問には、採餌⾏動とい
う回答がとても多く⾒られました。アンケートにご協
⼒頂き、誠にありがとうございます。詳細なアンケート
結果は、メーリングリストにて共有致します。 
 アンケート結果を踏まえ、本シンポジウムのテーマ
を「野⽣動物の採餌⾏動」としました。結果的に主催者
の専⾨分野となりました。バイオロギング研究の中で
も、動物の採餌⾏動に関する研究は、数⼗年前からの主
流の⼀つです。新しいデータロガーの開発や解析⼿法
の発展、研究者の研究経験や知識の蓄積に伴い、動物の
採餌⾏動について、さまざまなことが明らかになって
きています。本シンポジウムでは、テーマ講演として以
下の 4 名の⽅に、野⽣動物の採餌⾏動に関する最新の
研究成果を、ご紹介頂きます。 
 
-中村⼄⽔（⻑崎⼤学） 
「餌を⾷べ残す⿂たち」 
 
-渡辺佑基（総合研究⼤学院⼤学） 
「バイカルアザラシの超⾼速捕⾷⾏動を可能にする環
境、形態、探索戦略」	
	
-藤岡慧明（同志社⼤学）	
「⾳響⾏動から探るコウモリの採餌戦略」	
	
-岩⽥⾼志（神⼾⼤学）	
「⼈間活動によって⽣まれたヒゲクジラ類の採餌⾏動」 
 
 そのほかに、本シンポジウムでは、⼀般⼝頭発表、ポ
スター発表、企業発表のセッションを企画しておりま
す。⼝頭発表とポスター発表には、学⽣・ポスドククラ
スを対象とした、若⼿発表者賞（副賞あり︕）を設けて
いるので、多くの若⼿のみなさんからの発表申し込み
をお待ちしております。12 ⽇の夜には懇親会も⽤意し
ております。本リンクより、シンポジウム参加申し込み
ができますので、申し込みよろしくお願いします。詳細
なプログラムなどが決まり次第、メーリングリストを

通じてお知らせしますので、適宜ご確認頂けると幸い
です。みなさまのご参加、⼼よりお待ちしております。 

 
 
 
 

第19回⽇本バイオロギング研究会シンポジウム

野⽣動物の採餌⾏動
⽇程︓2024年10⽉12⽇（⼟）、13⽇（⽇）
会場︓神⼾⼤学深江キャンパス4号館
参加費︓無料

テーマ講演
（10⽉12⽇午前）

中村⼄⽔（⻑崎⼤学）
「餌を⾷べ残す⿂たち」

渡辺佑基（総合研究⼤学院⼤学）
「バイカルアザラシの超⾼速捕⾷⾏動を
可能にする環境、形態、探索戦略」

藤岡慧明（同志社⼤学）
「⾳響⾏動から探るコウモリの採餌戦略」

岩⽥⾼志（神⼾⼤学）
「⼈間活動によって⽣まれたヒゲクジラ類の採餌⾏動」

テーマ講演以外の発表（予定）
⼀般⼝頭発表1（12⽇午後） ポスター発表（12⽇午後）
企業発表（13⽇午前） ⼀般⼝頭発表2 （13⽇午後）

懇親会︓12⽇⼣⽅（三宮駅周辺）
*内容等⼀部変更となる可能性があります。

参加申し込みは
こちらから︕

https://docs.google.com/forms/d/1lJ-IAxSIzDgusdhVoDFHKaa2_-tR95Z0BW0EFB_1c7s/edit?hl=ja
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事務局からお知らせ 

会費納⼊のお願い 

 
■会費の納⼊にご協⼒をお願いいたします。 
正会員５０００円、学⽣会員（ポスドク、任期付ポスト
も含みます）１０００円です。 
２年間会費未納ですと⾃動的に退会になりますのでご注
意ください。 
■住所・所属の変更はお早めに事務局まで 
〒606-8502 京都市左京区北⽩川追分町 
京都⼤学フィールド科学教育研究センター 
TEL&FAX  075-753-6227 
BioLoggingScience@gmail.com 
 

バイオロギング本のご案内 

  
■多くの⽅に愛されているバイオロギング本。初めてバ
イオロギング本が産声をあげたのは、2009 年でした。
出版からすでに 14 年以上が経過しており、皆さんにた
くさんお求めいただいたことから、絶版（在庫なし）と
なっています。そしてバイオロギング本の弟（バイオロ
ギング２）が産まれてから 7 年が経ち、こちらも残りわ
ずかとなりました。絶版となる前に是⾮お求めください
︕ 出版社「京都通信社」の Web ページから購⼊できま
す。 https://www.kyoto-info.com/kyoto/ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■外は猛暑が続くのに屋内は寒く、まるで毎⽇サウナと
⽔⾵呂を⾏き来しているような気分です。体調を崩さな
いよう気を付けながら研究に励みます。【NH】 
■空が⻘く、そして⾼く澄み渡るようになりました。⼒
強い陽のもと、フィールドに出かけて、⽣き物たちとの
出会いを楽しみたいと思います。【HM】 
■京都では 6 年ぶりに気温が 39度を超えました。全国
的に猛暑が続いています。皆様におかれましても、熱中
症にお気をつけてお過ごしください。動物たちにとって
も、⽣きるのが⾟い暑さでしょうか・・【SSK】	

	
	
	
	
	

 
 
 
 

 
 

 
 

編集後記 

【S.K】 

mailto:BioLoggingScience@gmail.com
https://www.kyoto-info.com/kyoto/

